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森の国だより

町
内
各
地
区
で
夏
ま
つ
り
開
催

　

８
月
13
日
の
森
の
国
の
夏
祭
り
を
皮
切
り
に
、
町
内
各
地
区
で

夏
祭
り
や
盆
踊
り
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

13
日
に
開
催
さ
れ
た
森
の
国
の
夏
祭
り
で
は
、
昨
年
に
引
き
続

き
、
盆
踊
り
大
会
や
コ
ス
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
、
ス
テ
ー
ジ
シ
ョ
ー

な
ど
が
行
わ
れ
、
祭
り
に
華
を
添
え
ま
し
た
。
今
年
の
ス
テ
ー
ジ

シ
ョ
ー
に
は
、
町
内
出
身
で
現
在
東
京
を
中
心
に
活
動
す
る
バ
ン

ド
「
Ｌ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
Ｏ
Ｔ
Ｅ
」
が
出
演
。
現
在
展
開
中
の
南
予
い
や
し

博
の
イ
メ
ー
ジ
ソ
ン
グ
「
そ
ら
あ
お
」
を
演
奏
し
、
ス
テ
ー
ジ
を

大
い
に
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
自
称
日
本
一
の
花
火
大
会
で
は
、
約
９
０
０
発
の
花
火

が
森
の
国
の
夜
空
を
埋
め
尽
く
し
、
目
の
前
で
打
ち
上
げ
ら
れ
る

花
火
の
迫
力
に
、
来
場
者
か
ら
は
歓
声
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　

14
日
に
は
目
黒
地
区
と
吉
野
生
地
区
で
盆
踊
り
大
会
が
、
25
日

に
は
豊
岡
前
地
区
で
夏
祭
り
が
開
催
さ
れ
、
地
元
の
住
民
や
帰
省

客
ら
が
手
作
り
の
ガ
ー
デ
ン
や
ス
テ
ー
ジ
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

少
子
高
齢
化
が
進
む
近
年
で
は
、
こ
れ
ら
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
を

請
け
負
う
担
い
手
が
減
少
し
、
運
営
が
大
変
な
現
状
に
あ
り
ま
す

が
、
そ
の
地
域
ご
と
の
特
色
を
活
か
し
た
手
作
り
の
イ
ベ
ン
ト
が

地
元
住
民
の
努
力
に
よ
っ
て
毎
年
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
、
松
野
町

の
底
力
を
感
じ
ま
す
ね
。

　

８
月
26
日
㈰
、
第
12
回
分
館
対
抗
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

子
ど
も
、
成
人
、
高
齢
者
の
各
世
代
の
選
手
３
０
０
名
が
そ
れ

ぞ
れ
の
種
目
で
熱
戦
を
繰
り
広
げ
、
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

各
種
目
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

分
館
対
抗
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

【一般男子レクバレーの部】
　　　優　勝　　奥野川分館
　　　準優勝　　豊岡後分館
　　　三　位　　松丸分館

【一般女子レクバレーの部】
　　　優　勝　　松丸分館
　　　準優勝　　豊岡後分館
　　　三　位　　蕨生分館
【高齢者ゲートボールの部】
　　　優　勝　　豊岡前分館
　　　準優勝　　松丸分館
　　　三　位　　目黒分館
【小学生レクバレーの部】
　　　優　勝　　松丸分館Ａ
　　　準優勝　　延野々分館Ａ
　　　三　位　　蕨奥分館
【小学生ゲートボールの部】
　　　優　勝　　豊岡前分館
　　　準優勝　　富岡分館
　　　三　位　　延野々分館

目
黒
地
区
盆
踊
り
大
会

吉
野
生
地
区
盆
踊
り
大
会
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森の国だより
　

９
月
２
日
㈰
、「
県
境
を
越
え　

川
と
ス
ポ
ー
ツ
で
交
流
を
」

の
大
会
テ
ー
マ
の
も
と
、
松
野
町
体
育
協
会
主
催
の
第
24
回

予
土
交
流
球
技
大
会
２
０
１
２
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
も
、
近
隣
の
市
町
や
高
知
県
か
ら
約
４
０
０
名
の
選

手
が
参
加
し
、
レ
ク
バ
レ
ー
、
卓
球
、
硬
式
テ
ニ
ス
、
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
、
フ
ッ
ト
サ
ル
の
種
目
で
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、

予
土
の
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

ゴ
ル
フ
に
つ
い
て
は
、
９
月
30
日
㈰
四
万
十
カ
ン
ト
リ
ー

ク
ラ
ブ
で
開
催
予
定
で
す
。

　

実
施
さ
れ
た
競
技
の
結
果
は
下
記
の
と
お
り
で
す
。

第
24
回
予
土
交
流
球
技
大
会

　

毎
年
９
月
９
日
は
「
救
急
の
日
」
で
す
。
こ
れ
に
先
駆
け
、

９
月
８
日
㈯
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
救
急
の
日
の
イ

ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
鬼
北
消
防
署
が
、
救
急
車
の
適
正
利
用
や
、
応

急
処
置
の
方
法
を
皆
さ
ん
に
知
っ
て
も
ら
お
う
と
行
っ
た
も

の
で
す
。

　

イ
ベ
ン
ト
で
は
、
中
央
診
療
所
所
長
の
角
藤
先
生
に
よ
る

講
演
が
あ
り
、
救
急
受
診
時
の
心
得
や
、
自
宅
で
で
き
る
処

置
の
方
法
な
ど
が
、
映
像
を
交
え
て
分
か
り
や
す
く
説
明
さ

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
角
藤
先
生
は
、
応
急
手
当
を
行
う
に
は
、
日
頃
か

ら
の
心
構
え
と
、
き
ち
ん
と
し
た
知
識
が
必
要
で
あ
る
と
訴

え
、
こ
の
よ
う
な
会
を
通
じ
た
住
民
啓
発
の
必
要
性
を
呼
び

か
け
ま
し
た
。

　

講
演
終
了
後
に
は
２
班
に
分
か
れ
て
応
急
手
当
、
緊
急
搬

送
の
体
験
や
、
心
肺
蘇
生
法
の
体
験
学
習
会
が
設
け
ら
れ
、

参
加
者
た
ち
は
熱
心
に
講
習
を
受
け
て
い
ま
し
た
。

救
急
の
日
イ
ベ
ン
ト
開
催

卓　
球

男
子
シ
ン
グ
ル
ス

　

優
勝　

鎌
田　

洋
平
（
わ
い
わ
い
ｃ
ｌ
ｕ
ｂ
）　

西
予
市

　

２
位　

田
村　
　

崇
（
樫
田
ク
ラ
ブ
）　　
　
　

宿
毛
市

　

３
位　

川
上　

高
幸
（
八
西
会
）　　
　
　
　
　

八
幡
浜

男
子
ダ
ブ
ル
ス

　

優
勝　

川
上　

高
幸
・
田
中
ア
キ
ラ
【
八
西
会
】
八
幡
浜
市

　

２
位　

菊
池　

泰
宏
・
甲
正　

和
史
【
八
西
会
】
八
幡
浜
市

　

３
位　

二
宮　

孝
行
・
岡
田　

英
二
【
し
づ
ク
ラ
ブ
】
西
予
市

女
子
シ
ン
グ
ル
ス

　

優
勝　

 

西
野
由
香
里
【
大
洲
Ｔ
Ｔ
Ａ
】   

大
洲
市

　

２
位　

 

辻　

多
可
子
【
窪
川
ク
ラ
ブ
】  

四
万
十
町

　

３
位　

 

新
改　

琴
美
【
し
づ
ク
ラ
ブ
】  

西
予
市

女
子
ダ
ブ
ル
ス

　

優
勝　

西
野
由
香
里
・
山
本　

侑
里
【
大
洲
Ｔ
Ｔ
Ａ
】 

大
洲
市

　

２
位　

辻　

多
可
子
・
長
山　

紘
子
【
窪
川
ク
ラ
ブ
】
四
万
十
町

　

３
位　

山
口　

玲
子
・
新
改　

琴
美
【
し
づ
ク
ラ
ブ
】
西
予
市

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

　

優
勝　

吉
田
オ
レ
ン
ジ 　
　
【
宇
和
島
市
吉
田
町
】

　

２
位　

八
多
喜
（
ハ
タ
キ
）　
【
大
洲
市
】

　

３
位　

富　

岡　
　
　

 　
　
【
松
野
町
】

一
般
レ
ク
バ
レ
ー

　

優
勝　

エ
ー
ス　
　
　
【
宇
和
島
市
】

　

２
位　

レ
オ
ー
ネ　
　
【
宇
和
島
市
】

　

３
位　

森
の
精　
　
　
【
松
野
町
】

女
子
レ
ク
バ
レ
ー

　

優
勝　

ア
イ
リ
ス　
　
【
宇
和
島
市
】

　

２
位　

プ
リ
ウ
ス　
　
【
宇
和
島
市
吉
田
町
】

　

３
位　

み
ら
く
る　
　
【
鬼
北
町
】

硬
式
テ
ニ
ス

男
子
ダ
ブ
ル
ス

　

優
勝　

清
岡
・
清
岡　
【
宇
和
島
市
三
間
町
】

　

２
位　

武
内
・
田
辺　
【
四
万
十
町
】

　

３
位　

松
浦
・
毛
利　
【
松
野
町
】

女
子
ダ
ブ
ル
ス

　

優
勝　

佐
々
木
・
鈴
木　
【
宇
和
島
市
三
間
町
】

　

２
位　

水
野
・
鈴
木　
　
【
松
野
町
】

　

３
位　

高
好
・
渡
辺　
　
【
宇
和
島
市
三
間
町
】

フ
ッ
ト
サ
ル

　

優
勝　

宇
和
島
信
用
金
庫　
【
宇
和
島
市
】

　

２
位　

頭
ん
た
（
ズ
ン
タ
）【
鬼
北
・
宇
和
島
】

　

３
位　

松
野
体
協
Ａ　
　
　
【
松
野
町
】

予
土
交
流
球
技
大
会
　
結
果
表
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まちの掲示板

人
権の広場

小
さ
な
親
切
の
あ
ふ
れ
る
社
会
を

松
野
町
立
松
野
中
学
校

校
長　

山
本　

浅
幸

　

佐
田
岬
半
島
の
突
端
に
あ
る
佐
田
岬
小
学
校
で
は
、
毎
年

夏
休
み
中
に
東
京
の
駒
澤
大
学
書
道
部
の
学
生
が
訪
れ
て
１

週
間
程
度
の
合
宿
を
行
な
い
、
地
域
の
小
学
生
に
習
字
や
水

泳
を
教
え
て
く
れ
て
い
る
と
い
う
。
こ
の
交
流
は
、
昭
和
38

年
に
佐
田
岬
を
旅
行
で
訪
れ
た
駒
澤
大
学
書
道
部
の
学
生
が

定
期
船
に
乗
り
遅
れ
た
と
こ
ろ
、
地
元
の
人
が
船
で
定
期
船

ま
で
送
っ
て
く
れ
て
無
事
に
帰
路
に
着
く
こ
と
が
で
き
た
こ

と
へ
の
恩
返
し
と
し
て
、翌
年
に
書
道
部
の
研
修
を
正
野
（
旧

正
野
小
学
校
、
平
成
17
年
に
旧
串
小
学
校
と
統
合
し
て
か
ら

は
佐
田
岬
小
学
校
）
で
行
な
っ
た
こ
と
か
ら
始
ま
っ
た
。
合

宿
後
に
学
生
た
ち
か
ら
佐
田
岬
小
学
校
に
送
ら
れ
て
く
る
文

集『
恩
後
露（
お
ん
ご
ろ
）』は
、す
で
に
48
号
を
数
え
て
い
る
。

　

正
野
で
は
モ
グ
ラ
の
こ
と
を
「
お
ん
ご
ろ
」
と
呼
ん
で
お

り
、
文
集
の
題
名
で
あ
る
「
恩
後
露
（
お
ん
ご
ろ
）」
は
そ
こ

か
ら
き
て
い
る
と
。「
恩
」「
後
」「
露
」
の
字
が
当
て
ら
れ
て

い
る
の
は
、
地
域
の
人
た
ち
か
ら
受
け
た
大
き
な
恩
へ
の
露

（
つ
ゆ
）
ば
か
り
（
わ
ず
か
な
ほ
ど
）
の
お
礼
と
い
う
学
生
た

ち
の
気
持
ち
が
込
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
偶
然
の
出

会
い
、
小
さ
な
親
切
か
ら
生
ま
れ
た
温
か
い
交
流
は
、
正
野

の
人
た
ち
と
駒
澤
大
学
書
道
部
の
学
生
た
ち
の
双
方
に
よ
っ

て
大
切
に
守
り
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

　

す
る
側
に
と
っ
て
は
小
さ
な
親
切
で
は
あ
る
が
、
受
け
た

側
に
と
っ
て
は
大
切
な
思
い
出
と
な
っ
て
残
る
も
の
で
あ

る
。
私
に
も
大
切
な
思
い
出
が
あ
る
。

　

昭
和
50
年
、
中
学
３
年
生
の
夏
休
み
、
先
生
２
人
に
連
れ

ら
れ
て
、
ク
ラ
ス
の
友
人
７
人
と
、
宇
和
島
か
ら
梅
ガ
成
峠

を
越
え
、
滑
床
ま
で
日
帰
り
の
ハ
イ
キ
ン
グ
に
来
た
。
当
時

は
、
万
年
荘
ま
で
宇
和
島
自
動
車
の
バ
ス
も
来
て
お
り
、
帰

り
は
そ
れ
を
利
用
す
る
こ
と
と
し
て
い
た
。
元
気
の
盛
り
の

時
期
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
、
滑
床
に
到
着
す
る
と
、
バ
ス
の
時

間
ま
で
泳
ぐ
こ
と
と
な
っ
た
。
時
間
も
忘
れ
て
泳
い
で
い
る

う
ち
に
、
な
ん
と
最
終
便
に
乗
り
遅
れ
て
し
ま
っ
た
。

　

先
生
か
ら
は
、
目
黒
ま
で
行
く
と
ど
う
に
か
な
る
か
ら
と

言
わ
れ
、
目
黒
ま
で
歩
く
こ
と
と
な
っ
た
。
１
日
中
歩
き
っ

ぱ
な
し
の
上
、
道
筋
の
分
か
ら
な
い
と
こ
ろ
を
歩
く
こ
と
は
、

大
変
疲
れ
る
も
の
で
あ
る
。「
先
生
、
あ
と
ど
れ
く
ら
い
で
す

か
」私
た
ち
も
弱
音
を
吐
き
始
め
た
。
先
生
は
、「
あ
と
ち
ょ
っ

と
」「
あ
と
１
キ
ロ
く
ら
い
だ
」
と
励
ま
す
よ
う
に
答
え
て
い

た
だ
い
た
。

　

目
黒
に
到
着
し
た
と
き
は
、
真
っ
暗
に
な
っ
て
い
た
。
今

の
目
黒
交
番
所
の
近
く
に
あ
っ
た
食
堂
に
入
り
、
親
子
ど
ん

ぶ
り
を
ご
ち
そ
う
に
な
っ
た
。
私
た
ち
の
様
子
を
見
聞
き
し

て
い
た
他
の
お
客
さ
ん
か
ら
「
先
生
、
そ
れ
は
お
困
り
や
ろ

う
。
松
丸
ま
で
な
ら
う
ち
の
車
で
お
送
り
し
ま
し
ょ
う
。」
と

声
を
掛
け
て
い
た
だ
い
た
。
林
業
関
係
か
道
路
工
事
関
係
の

方
だ
っ
た
と
思
う
が
、
送
迎
用
の
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で
松
丸
駅

ま
で
乗
せ
て
い
た
だ
い
た
。

　

ど
の
よ
う
な
方
だ
っ
た
か
、
全
く
記
憶
は
な
い
が
、
大
変

困
っ
た
状
況
の
中
で
い
た
だ
い
た
親
切
は
今
で
も
心
に
残
っ

て
い
る
。
松
野
中
学
校
へ
赴
任
す
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
と
き
、

真
っ
先
に
こ
の
出
来
事
を
思
い
出
し
た
。
い
た
だ
い
た
ご
恩

に
少
し
で
も
お
返
し
が
で
き
れ
ば
と
思
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

　

人
権
が
大
切
に
さ
れ
る
社
会
は
、
こ
の
よ
う
な
小
さ
な
親

切
が
あ
ふ
れ
る
社
会
で
あ
る
と
考
え
る
。
お
互
い
が
助
け
合

い
、
支
え
合
う
社
会
づ
く
り
を
め
ざ
し
た
い
。

　

本
年
度
、
愛
媛
大
学
教
育
学
部
の
学
生
が
４
泊
５
日
の
日

程
で
、
松
野
中
学
校
林
間
学
校
で
３
年
生
を
対
象
に
、
夏
季

補
習
、
進
路
に
関
す

る
学
習
の
支
援
（
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
）を
行
っ

て
く
れ
た
。
子
供
た

ち
と
学
生
が
触
れ
合

い
、
当
初
の
目
的
を

達
成
す
る
こ
と
が
で

き
た
。
ぜ
ひ
、
来
年

以
降
も
、
愛
媛
大
学

の
学
生
が
松
野
へ
来

れ
る
よ
う
、
つ
な
が

り
を
大
切
に
し
て
い

き
た
い
。

人
権
教
育
協
議
会
松
野
支
部
活
動
報
告

７
／
５
～
６　

第
59
回
四
国
地
区
人
権
教
育
研
究
大
会

７
／
31　

あ
お
ぞ
ら
子
ど
も
会
と
フ
レ
ン
ド
ま
つ
の
交
流
会

８
／
９　

あ
お
ぞ
ら
子
ど
も
会
大
島
青
松
園
訪
問

　
「
四
国
は
ひ
と
つ
」
を
合
い
言
葉
の
も
と
「
す
べ
て
の

人
の
人
権
確
立
に
向
け
、
差
別
の
現
実
か
ら
深
く
学
ぶ

実
践
を
と
お
し
て
、
人
権
文
化
の
構
築
を
め
ざ
す
教
育

を
ど
の
よ
う
に
創
造
し
て
い
く
か
」
を
研
究
主
題
と
し

て
、
７
／
５
か
ら
７
／
６
の
２
日
間
、
高
知
市
内
13
会

場
で
開
催
さ
れ
、
本
町
か
ら
も
20
名
が
参
加
し
、
そ
れ

ぞ
れ
分
科
会
に
参
加
し
ま
し
た
。
第
４
分
科
会
「
人
権

確
立
を
め
ざ
す
地
域
の
教
育
力
」
で
は
、
森
の
国
ふ
れ

あ
い
セ
ン
タ
ー
山
﨑
修
セ
ン
タ
ー
長
が
実
践
報
告
を
行

い
ま
し
た
。

　

小
中
学
生
20
名
と
フ

レ
ン
ド
ま
つ
の
入
所
者

５
名
が
、
ゲ
ー
ム
や
レ

ク
バ
レ
ー
を
通
じ
て
交

流
を
深
め
ま
し
た
。

　

今
年
も
大
島
青
松
園
を
訪
問
し
、
ハ
ン
セ
ン
病
回
復

者
で
あ
る
本
田
さ
ん
、
松
本
さ
ん
と
交
流
し
、
ハ
ン
セ

ン
病
問
題
を
と
お
し
て
人
権
や
差
別
に
つ
い
て
学
習
し

ま
し
た
。
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葛
句
会
八
月
例
会
句
会 

於　

町
民
セ
ン
タ
ー

　

さ
ん
ぽ
道
去
り
ゆ
く
稲
穂
が
お
辞
儀
す
る 

市　

毛　

友
一
郎

　

さ
り
げ
な
き
言
葉
う
れ
し
き
草
の
餅 

伊　

藤　

富　

子

　

蚊
帳
に
寝
し
昭
和
は
遠
く
な
り
に
け
り 

岡　

本　

京　

子

　

ほ
ほ
づ
き
を
鳴
ら
し
少
女
の
日
に
還
る 

金　

谷　

重　

子

　

寝
し
づ
ま
る
棚
田
の
里
や
月
涼
し 

金　

谷　

文　

恵

　

捨
て
き
れ
ぬ
遺
品
の
多
し
法
師
蝉 

金　

谷　

恵　

子

　

風
鈴
の
音
色
重
な
る
ホ
ー
ム
か
な 

木　

下　

三
千
恵

　

一
心
に
一
途
に
生
き
て
雲
の
峰 

駒　

山　

忠　

夫

　

母ほ

ろ衣
蚊か

や帳
に
や
や
子
の
足
の
出
て
ゐ
た
り 

谷　
　
　

き
よ
し

　

井
戸
風
の
三た

ゝ

き

和
土
で
舞
ひ
て
涼
あ
ら
た 

布　
　
　

久　

光

　

三
世
代
寄
り
添
ひ
仰
ぐ
遠
花
火 

布　
　
　

康　

江

　

迎
火
五
人
送
火
一
人
山
の
家 

ひ　

の　

た
い
ら

　

サ
ン
グ
ラ
ス
は
づ
し
普
段
の
顔
と
な
る 

正　

木　

玲　

子

　

北
国
へ
友
里
帰
り
今
朝
の
秋 

森　

田　

す　

み

　

一
瞬
に
空
彩
ど
れ
り
大
花
火 
山　

下　

ス
ミ
子

吉
野
句
会
八
月
例
会 
於　

吉
野
生
公
民
館

　

球
場
を
悠
々
と
飛
ぶ
赤
と
ん
ぼ 

赤　

松　

午　

子

　

法
灯
の
辺
り
密
か
や
秋
の
虫 

稲　

谷　

キ
ミ
子

　

客
人
を
送
り
て
ひ
と
り
遠
花
火 

上　

田　

み
ち
子

　

秋
風
や
草
の
匂
ひ
を
連
れ
通
る 

岡　

本　

三　

葉

　

化
あ
だ
し

野の

の
千
の
佛
に
秋
灯 

菊　

澤　

大　

和

　

葬
送
を
見
送
る
庭
の
百
合
の
花 

竹　

内　

サ
ダ
子

俳
句
ポ
ス
ト
投
句
作
品
優
秀
句
一
覧

（
平
成
二
十
四
年　

八
月
投
句
分
）

佳
作

《
虹
の
森
公
園
》

　

遠
雷
や
庭
師
梯
子
を
仕
舞
ひ
け
り 

八
幡
浜
市　

二　

宮　

節　

女

　

奥
伊
予
の
案
山
子
に
着
せ
る
伊
予
絣 

八
幡
浜
市　

前　

田　

一　

夘

　

人
気
な
き
プ
ー
ル
に
映
る
雲
の
影 

鬼
北
町　
　

中　

尾　
　
　

正

　

里
山
の
小
さ
き
流
れ
や
合
歓
の
花 

鬼
北
町　
　

中　

尾　
　
　

正

《
不
器
男
記
念
館
》

　

若
葉
風
静
ま
り
か
へ
る
不
器
男
邸 

鬼
北
町　
　

中　

尾　
　
　

正

　

不
器
男
館
出
て
赴翻
を
休
め
る
糸
蜻
蛉 

檮
原
町　
　

掛　

橋　

撫　

子

　

梅
雨
晴
や
山
と
た
ま
り
し
濯
ぎ
物 

鬼
北
町　
　

松　

田　

ツ
ル
子

８
／
₂₇
～
₂₈　

子
ど
も
会
わ
く
わ
く
キ
ャ
ン
プ

こ
れ
か
ら
の
予
定

　

今
治
市
菊
間
町

子
ど
も
会
と
ふ
る

さ
と
会
、
あ
お
ぞ

ら
子
ど
も
会
が
、

松
野
町
隣
保
館
会

を
主
会
場
に
、
宿

泊
交
流
会
を
行
い

ま
し
た
。
バ
ー
べ

キ
ュ
ー
や
ゲ
ー
ム

を
し
て
仲
良
く
な

り
、
た
く
さ
ん
の

友
達
が
で
き
た
よ

う
で
す
。
お
互
い

の
活
動
報
告
会
で

は
、
感
想
や
質
問

を
し
っ
か
り
伝
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
今
回
の
キ
ャ

ン
プ
の
開
催
に
あ
た
り
、
隣
保
館
、
保
護
者
、
地
域
の

皆
様
に
ご
協
力
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

９
月
か
ら
３
月
（
日
程
調
整
中
）　

組
別
人
権
教
育
学
習

会
（
今
年
度
開
催
地
区
、
松
丸
・
延
野
々
・
豊
岡
前
）

10
／
23
㈫　

南
予
地
区
人
権
・
同
和
教
育
研
究
協
議
会

（
西
予
市
）

10
／
31
㈬　

保
・
小
・
中
学
校
教
職
員
人
権
・
同
和
教

育
研
究
集
会
（
東
小
学
校
・
吉
野
生
保
育
園
）

11
／
14
㈬　

愛
媛
県
人
権
・
同
和
教
育
研
究
大
会
（
松

山
市
）

12
／
１
㈯
～
12
／
２
㈰　

第
64
回
全
国
人
権
・
同
和
教

育
研
究
大
会
（
岡
山
県
）

２
／
２
㈯　

松
野
町
人
権
・
同
和
教
育
研
究
集
会
「
森

の
国
人
権
の
集
い
」

ご
注
意
く
だ
さ
い
！

　
注
文
し
た
覚
え
は
な
い
け
ど
…

●
送
り
つ
け
商
法
︵
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
・
オ
プ
シ
ョ
ン
︶
の
手
口

　

注
文
を
し
て
い
な
い
の
に
、
郵
便
な
ど
で
商
品
を

一
方
的
に
送
り
つ
け
代
金
を
請
求
す
る
商
法
を
、
送

り
つ
け
商
法
（
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
・
オ
プ
シ
ョ
ン
）
と
い

い
ま
す
。
商
品
を
受
け
取
っ
た
以
上
、
代
金
を
支
払

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
、
勘
違
い
し
て
支
払
う
こ

と
を
狙
っ
た
手
口
で
す
。
送
り
つ
け
ら
れ
る
商
品
は
、

健
康
食
品
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、
数
年
前
に
は
電

話
で
カ
ニ
な
ど
魚
介
類
を
勧
め
、
送
り
つ
け
て
く
る

事
例
も
あ
り
ま
し
た
。

●
最
近
の
被
害
に
つ
い
て

　

最
近
で
は
、
注
文
し
て
い
な
い
消
費
者
に
「
注
文

を
受
け
た
健
康
食
品
を
送
る
」
と
電
話
を
し
、「
注
文

し
て
い
な
い
」
と
消
費
者
が
答
え
て
も
、「
注
文
を

受
け
て
い
る
。
発
送
す
る
。」
な
ど
と
一
方
的
に
言
っ

て
商
品
を
送
り
つ
け
、
代
金
を
支
払
わ
せ
る
こ
と
を

狙
っ
た
手
口
が
現
れ
ま
し
た
。
高
齢
の
方
も
、
通
信

販
売
な
ど
を
利
用
す
る
場
合
が
多
く
、
利
用
さ
れ
た

方
が
「
も
し
か
し
た
ら
」
と
勘
違
い
し
て
注
文
し
て

し
ま
う
ケ
ー
ス
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
県
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
に
も
同
様
の
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
お
り
、
実

際
に
商
品
が
届
き
金
銭
を
支
払
っ
た
と
い
う
事
例
は

確
認
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
強
引
に
話
を
し
て
く
る
た

め
注
意
が
必
要
で
す
。

●
被
害
に
あ
わ
な
い
た
め
に

☆
電
話
で
一
方
的
に
「
商
品
を
送
る
」
と
言
わ
れ
て

も
、
身
に
覚
え
が
な
く
必
要
が
な
い
も
の
で
あ
れ
ば

き
っ
ぱ
り
と
断
わ
り
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
業
者
名
や

連
絡
先
を
確
認
し
て
お
く
こ
と
も
大
切
で
す
。

☆
商
品
が
届
い
た
場
合
、
ご
家
族
が
注
文
し
て
い
な

い
か
確
認
し
、
注
文
の
確
認
が
で
き
な
い
も
の
は
受

け
取
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

☆
代
金
引
換
で
商
品
が
届
い
た
場
合
は
、
支
払
い
前

に
注
文
の
有
無
を
確
認
す
る
な
ど
十
分
注
意
し
ま

し
ょ
う
。
一
方
的
に
商
品
を
送
り
つ
け
ら
れ
た
場
合

は
、
代
金
の
支
払
い
義
務
は
な
く
、
受
け
取
る
必
要

も
あ
り
ま
せ
ん
。

☆
心
配
な
と
き
や
、
対
処
法
に
困
っ
た
時
は
、
最
寄

り
の
消
費
生
活
相
談
窓
口
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
【
消
費
生
活
に
関
す
る
相
談
窓
口
】

　
　
　
　
　
　
　
　

松
野
町
産
業
振
興
課　

　
　
　
　
　
　
　
　

☎
０
８
９
５
・
42
・
１
１
１
６

　
　
　
　
　
　
　
　

愛
媛
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　

☎
０
８
９
・
９
２
５
・
３
７
０
０

ご
注
意
く
だ
さ
い
！
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Welcome to Morinokuni
外国語指導助手のエリーさんがやってきた

Hello! My name is Eriko Stronach and I’m from Boston MA. I feel so fortunate to be here at Matsuno-cho 
as an ALT and I’m very excited to meet everyone from this lovely town! Matsuno-cho seems like a friendly, 
lively, and comfortable town to live in and I hope I can make a positive infl uence in the community. I’m very 
friendly so please don’t hesitate to say Hello!

Thank you very much,
　　　　hope to see you soon,

ERIKO STRONACH

こんにちは！　ストロナック エリコと申します。アメリカのマサチューセッツ州ボス
トンから来ました。外国語指導助手として松野町に来ることができて幸せです。この町
の皆さんにお目にかかれることをとても楽しみにしています。松野町はとても友好的で
活気もあり、快適に暮らせるように感じます。ここで皆さんに良い影響を与えられるよ
うに頑張りたいと思います。どうぞ、私を見かけたら気軽に声をかけてください！ 

ストロナック　エリコ

プロフィール　Profi le

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
の
井
上
聡
選
手
が
凱
旋

出
場
報
告
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

　

９
月
12
日
㈬
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出
場
し
た
井
上

聡
選
手
の
出
場
報
告
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
役
場
玄

関
で
職
員
に
花
束
を
手
渡
さ
れ
た
井
上
選
手
は
、
笑

顔
で
町
長
室
に
向
か
い
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
会
場
の

様
子
や
戦
績
な
ど
を
報
告
し
ま
し
た
。

　

井
上
選
手
は
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
８
位
と
い

う
結
果
だ
っ
た
が
、
世
界
の
舞
台
で
堂
々
と
戦
う
こ

と
が
で
き
て
楽
し
め
た
。
次
の
大
会
を
目
指
し
て
頑

張
り
た
い
、
と
意
気
込
み
を
語
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
回
の
報
告
会
で
は
、
町
か
ら
記
念
品
と

感
謝
状
の
贈
呈
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
の
井
上
選
手
の
活
躍
に
期
待
し
ま
し
ょ
う
。

　

大
阪
府
在
住
の
青
木
信
子
さ
ん

よ
り
、
不
器
男
さ
ん
が
使
用
し
て

い
た
書
物
を
寄
贈
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
青
木
さ
ん
は
不
器
男
さ

ん
が
養
子
に
入
っ
た
太
宰
家
の
ご

出
身
で
、
今
回
寄
贈
し
て
い
た
だ

い
た
「
萬
葉
全
集
」
１
冊
と
「
萬

葉
集
古
義
」
10
巻
セ
ッ
ト
は
、
不

器
男
さ
ん
が
愛
読
し
て
い
た
も
の

だ
そ
う
で
す
。「
萬
葉
全
集
」
に

は
不
器
男
さ
ん
の
署
名
も
あ
り
ま

し
た
。

　

不
器
男
さ
ん
は
俳
句
に
万
葉
調

を
と
り
入
れ
て
お
り
、
こ
の
本
を

読
ん
で
句
作
に
活
か
し
て
い
た
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

　

今
回
寄
贈
し
て
い
た
だ
い
た
書

物
は
、
不
器
男
記
念
館
１
階
に
展

示
を
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
み
な

さ
ん
ご
覧
く
だ
さ
い
。

不
器
男
記
念
館

開
館
時
間

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時水

曜
休
館

　

入
館
料
２
０
０
円
／

中
学
生
以
下
無
料

ニックネーム（愛称）
好きな食べ物
好きな日本の有名人
趣味
得意なスポーツ

Nickname (pet name)
Favorite food

Hobby
Good sports

エリー
インド料理
宮崎　　駿
フルート　フランス語
テニス　ジョギング　サッカー

不
器
男
記
念
館
に
資
料
を

寄
贈
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
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切
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？
自
賠
責
の
有
効
期
限
！

　

自
賠
責
保
険
・
共
済
は
、
万
一
の
自
動
車
事
故
の
際

の
基
本
的
な
対
人
賠
償
を
目
的
と
し
て
、
原
動
機
付
自

転
車
を
含
む
す
べ
て
の
自
動
車
に
加
入
が
義
務
付
け
ら

れ
て
お
り
（
自
動
車
損
害
賠
償
保
障
法
）、
自
賠
責
保
険
・

共
済
な
し
で
の
運
行
は
法
令
違
反
で
す
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
！

　

四
輪
車
も
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
特
に
、
車
検
制
度
の

な
い
２
５
０
㏄
以
下
の
バ
イ
ク
（
原
動
機
付
自
転
車
・

軽
二
輪
自
動
車
）
は
有
効
期
限
切
れ
、
か
け
忘
れ
に
ご

注
意
を
！

　

な
お
、
自
賠
責
制
度
の
詳
し
い
内
容
は
、http://www.

jibai.jp

で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

各
種
無
料
相
談
所
の
開
設

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
チ
ャ
レ
ン
ジ
２
０
１
２
実
施
中
！

え
ひ
め
愛
顔
の
観
光
物
産
館
オ
ー
プ
ン

お
子
さ
ま
の
教
育
資
金
を「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」が
サ
ポ
ー
ト
！

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
チ
ャ
レ
ン
ジ
２
０
１
２
は
、
県
民

の
皆
様
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
地
域
活
動
へ
の
参
加

を
県
が
応
援
す
る
取
組
で
す
。
情
報
は
愛
媛
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ネ
ッ
ト
で
提
供
す
る
ほ
か
、
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
や
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
も
県
や
市
町
の
窓
口
で
配
布
し
て
い
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
先
】
県
庁
県
民
活
動
推
進
課

　

☎
０
８
９
・
９
１
２
・
２
３
０
５

　

Ｈ
Ｐ　

http://nv.pref.ehime.jp/

　

松
山
市
の
ロ
ー
プ
ウ
ェ
ー
街
に
、
物
産
観
光
情
報
発

信
拠
点
「
え
ひ
め
愛
顔
の
観
光
物
産
館
」
が
オ
ー
プ
ン

し
ま
し
た
。
各
市
町
の
特
産
品
の
展
示
・
販
売
や
、
県

内
各
地
の
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
も
取
り
揃
え
、
県
民
の

皆
様
に
も
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
施
設
と
な
っ
て
い
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
来
館
く
だ
さ
い
。

【
場　

所
】
松
山
市
大
街
道
３
―
６
―
１

　
　
　
　
　

岡
崎
産
業
ビ
ル
１
Ｆ

【
問
合
せ
先
】

　

県
庁
観
光
物
産
課

　

☎
０
８
９
・
９
１
２
・
２
４
９
３

　

FAX
０
８
９
・
９
１
２
・
２
４
８
９

　

高
校
、
大
学
等
へ
の
入
学
時
・
在
学
中
に
か
か
る
費

用
を
対
象
と
し
た
公
的
な
融
資
制
度
で
す
。

【
ご
融
資
額
】
学
生
・
生
徒
１
人
あ
た
り
３
０
０
万
円
以
内

【
利　

率
】
年
２
・
35
％
（
母
子
家
庭
の
方
は
年
１
・
95
％
、

平
成
24
年
９
月
10
日
現
在
）

【
ご
返
済
期
間
】
15
年
以
内
（
交
通
遺
児
家
庭
ま
た
は
母

子
家
庭
の
方
に
つ
い
て
は
18
年
以
内
）

【
お
使
い
み
ち
】
入
学
金
、
授
業
料
、
教
科
書
代
、
ア
パ
ー

ト
・
マ
ン
シ
ョ
ン
の
敷
金･

家
賃
な
ど

【
ご
返
済
方
法
】
毎
月
元
利
均
等
返
済
（
ボ
ー
ナ
ス
時
増

額
返
済
も
可
能
）

※
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
被
害
を
受
け
た
皆
さ
ま
に
「
災

害
特
例
措
置
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

◇
お
申
込
に
関
す
る
ご
相
談
は
、
教
育
ロ
ー
ン
コ
ー
ル

セ
ン
タ
ー
ま
た
は
最
寄
り
の
支
店
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

教
育
ロ
ー
ン
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー　

電
話
０
５
７
０
・
０

０
８
６
５
６
（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

日
本
政
策
金
融
公
庫
宇
和
島
支
店
（
宇
和
島
商
工
会
議

所
会
館
内
）
☎
０
８
９
５
・
22
・
４
７
６
６

【
行
政
相
談
】

◆
と　

き　

10
月
10
日
㈬

　
　
　
　
　

午
前
10
時
～
正
午

◆
と
こ
ろ　

町
民
セ
ン
タ
ー　

婦
人
室　

◆
内　

容　

行
政
に
関
す
る
苦
情
や
要
望

◆
相
談
員　

有
馬
節
男
（
行
政
相
談
員
）

【
心
配
ご
と
相
談
】

◆
と　

き　

10
月
10
日
㈬

　
　
　
　
　

午
前
10
時
～
正
午

◆
と
こ
ろ　

町
民
セ
ン
タ
ー　

老
人
室

◆
内　

容　

心
配
ご
と
相
談

◆
相
談
員　

民
生
児
童
委
員

※
相
談
料
は
無
料
で
す
。

無
料
司
法
書
士
法
律
相
談
所
の
開
設

男
女
共
同
参
画
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
１
２
in
え
ひ
め

　

愛
媛
司
法
書
士
会
で
は
、
左
記
の
日
程
で
法
律
相
談

所
を
開
設
し
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
す
。

【
日　

時
】
平
成
24
年
10
月
６
日
㈯

　
　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

【
場　

所
】
宇
和
島
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

３
階　

会
議
室

【
内　

容
】

　

不
動
産
の
登
記
（
売
買
・
相
続
・
そ
の
他
）、
会
社
の

登
記
（
設
立
・
役
員
変
更
・
そ
の
他
）、
裁
判
手
続
（
書

類
作
成
等
）、
公
正
証
書
の
作
成
等

【
問
合
せ
先
】

　

愛
媛
司
法
書
士
会
宇
和
島
支
部

　

☎
０
８
９
５
・
24
・
２
７
８
６

　

愛
媛
県
で
は
、「
男
女
共
同
参
画
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
１

２
in
え
ひ
め
」
を
左
記
の
日
程
で
開
催
し
ま
す
。
参
加

料
は
無
料
で
す
。
申
込
は
、
電
話
、
は
が
き
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

Ｅ
メ
ー
ル
に
て
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

【
日　

時
】
平
成
24
年
10
月
25
日
㈭

　
　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
４
時
40
分

【
場　

所
】
愛
媛
県
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

松
山
市
山
越
４
５
０
番
地

【
講　

演
】「
経
営
戦
略
と
し
て
の
女
性
活
躍
推
進
」

【
講　

師
】

　

國
井
秀
子　

氏
（
リ
コ
ー
Ｉ
Ｔ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ

株
式
会
社
取
締
役
会
会
長
、
内
閣
府
男
女
共
同
参
画
推

進
連
携
会
議
議
員
）

【
問
合
せ
先
】

　

愛
媛
県
男
女
参
画
課

　

☎
０
８
９
・
９
１
２
・
２
３
３
１

　

Ｅ
メ
ー
ル　

danjokyodo@
pref.ehime.jp

ね
ん
き
ん
コ
ー
ナ
ー

国
民
年
金
の
保
険
料
納
付
が
困
難
な
学
生
は
学
生
納
付

特
例
の
手
続
を

学
生
納
付
特
例
の
対
象
者
は
？

　

日
本
国
内
に
住
む
す
べ
て
の
人
は
、
20
歳
に
な
っ
た

と
き
か
ら
国
民
年
金
の
被
保
険
者
と
な
り
、
保
険
料
の

納
付
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
学
生
に
対
し
て
は
、

申
請
に
よ
っ
て
在
学
中
の
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ

る
「
学
生
納
付
特
例
制
度
」
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

学
生
と
は
？

　

学
生
納
付
特
例
で
い
う
学
生
と
は
、
大
学
（
大
学
院
）、

短
期
大
学
、
高
等
学
校
、
高
等
専
門
学
校
、
専
修
学
校

お
よ
び
各
種
学
校
の
学
生
で
、
夜
間
・
定
時
制
課
程
や

通
信
課
程
の
学
生
も
含
ま
れ
ま
す
。

年
金
と
の
関
係
は
？

　

老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
る
た
め
に
は
、
原
則
と
し
て

保
険
料
の
納
付
済
期
間
（
保
険
料
免
除
期
間
を
含
む
）

が
25
年
以
上
必
要
で
す
。
学
生
納
付
特
例
の
承
認
を
受

け
た
期
間
は
、
こ
の
老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
資
格
期
間

に
含
ま
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
老
齢
基
礎
年
金
の
年
金
額

の
計
算
対
象
と
な
る
期
間
に
は
含
ま
れ
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
学
生
納
付
特
例
制
度
の
承
認
を
受
け
て
い
れ

ば
、
そ
の
期
間
は
、
保
険
料
納
付
済
期
間
と
同
様
に
障

害
基
礎
年
金
の
支
給
要
件
と
な
る
対
象
期
間
に
含
ま
れ

ま
す
。

必
要
な
添
付
書
類
は
？

・
年
金
手
帳

・
学
生
等
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
書
類

・
前
年
所
得
の
状
況
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
書
類

　

詳
し
く
は
、
役
場
町
民
課
ま
た
は
お
近
く
の
年
金
事

務
所
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

10月15日㈪～21日㈰
の一週間は、行政相談週間です！

ボラっぺ

愛
媛
労
働
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

10
月
31
日
㈬
は
、
労
働
保
険
（
労
災
保
険
・
雇
用
保
険
）

料
の
第
２
期
分
の
納
付
期
限
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

事
業
主
の
皆
様
へ
は
、
10
月
17
日
頃
に
納
付
書
を
お

届
け
し
ま
す
の
で
、
最
寄
り
の
金
融
機
関
で
の
納
付
を

お
願
い
し
ま
す
。

【
問
合
せ
先
】
愛
媛
労
働
局
労
働
保
険
徴
収
室

　
　
　
　
　
　

☎
０
８
９
・
９
３
５
・
５
２
５
２



8

おしらせ　Information

全
国
地
域
安
全
運
動
の
実
施
に
つ
い
て

　

警
察
と
防
犯
協
会
で
は
、
関
係
機
関
・
団
体
や
地
域

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
と
一
体
と
な
っ
て
、
安
全
で

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
社
会
を
つ
く
る
た
め
、
全
国

一
斉
に
地
域
安
全
運
動
を
実
施
し
ま
す
。 

実
施
期
間
：
10
月
11
日
㈭
～
20
日
㈯

☆
全
国
重
点
＊　

～
み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
安
心
の
街
～

●
子
ど
も
と
女
性
の
犯
罪
被
害
防
止

・
子
ど
も
を
一
人
だ
け
で
、
通
学
・
通
園
や
外
遊
び
を
さ

せ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

・
女
性
の
暗
い
夜
道
の
歩
行
は
危
険
で
す
。
出
来
る
限
り

明
る
い
道
や
人
通
り
の
多
い
道
を
選
ん
で
歩
き
ま
し
ょ

う
。

・
防
犯
ブ
ザ
ー
や
ホ
イ
ッ
ス
ル
を
携
帯
し
ま
し
ょ
う
。

●
住
宅
を
対
象
と
し
た
侵
入
犯
罪
の
防
止

・
ゴ
ミ
出
し
な
ど
の
わ
ず
か
な
外
出
時
で
も
油
断
せ
ず
、

こ
ま
め
に
鍵
を
か
け
ま
し
ょ
う
。

・
出
か
け
る
時
は
、
留
守
だ
と
分
か
ら
な
い
よ
う
な
工
夫

を
し
ま
し
ょ
う
。

●
万
引
き
・
自
転
車
盗
の
防
止

・「
万
引
き
」
を
軽
く
考
え
て
い
ま
せ
ん
か
？
「
万
引
き

は
犯
罪
で
す
。」地
域
ぐ
る
み
で
万
引
き
を「
し
な
い
」「
さ

せ
な
い
」
環
境
づ
く
り
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

・
盗
難
被
害
の
多
く
は
、
無
施
錠
の
自
転
車
で
す
。
き
ち

ん
と
鍵
を
掛
け
る
習
慣
を
身
に
つ
け
ま
し
ょ
う
。

・
違
う
タ
イ
プ
の
鍵
を
使
っ
て
、
２
ロ
ッ
ク
し
ま
し
ょ
う
。

☆
愛
媛
県
重
点
＊　

～
防
ご
う
犯
罪　

守
ろ
う
愛
媛
～

●
振
り
込
め
詐
欺
の
被
害
防
止

・「
す
ぐ
振
り
込
ま
な
い
」「
一
人
で
振
り
込
ま
な
い
」
こ

と
を
徹
底
し
、
不
安
を
感
じ
た
ら
、
振
り
込
む
前
に
警

察
や
家
族
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

・
電
話
の
相
手
が
警
察
官
な
ど
を
名
乗
っ
て
も
、
暗
証
番

号
を
教
え
た
り
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
や
通
帳
を
渡
さ

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

～
自
転
車
防
犯
登
録
Ｑ
＆
Ａ
～

Ｑ　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
自
転
車
を
購
入
し
た
場
合
の

防
犯
登
録
の
仕
方
を
教
え
て
！
！

Ａ　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
限
ら
ず
、
防
犯
登
録
所
以
外

で
購
入
し
た
自
転
車
も
、
防
犯
登
録
を
し
ま
し
ょ
う
。

た
だ
し
、
入
手
先
が
不
明
な
も
の
は
、
後
の
ト
ラ
ブ
ル

防
止
の
為
、
原
則
と
し
て
登
録
出
来
な
い
こ
と
と
な
っ

て
い
ま
す
の
で
、
登
録
に
必
要
な
も
の
を
持
参
し
て
、

お
近
く
の
防
犯
登
録
指
定
所
で
登
録
し
て
も
ら
い
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
登
録
し
た
後
に
渡
さ
れ
る
「
登
録
票

の
控
え
」
は
、
盗
難
届
を
出
し
た
り
、
売
却
す
る
場
合

等
に
必
要
に
な
り
ま
す
の
で
、
大
切
に
保
管
し
て
く
だ

さ
い
。

登
録
に
必
要
な
も
の

＊
自
転
車
本
体

＊
自
転
車
を
取
得
し
た
証
明
が
出
来
る
も
の

（
販
売
証
明
書
、
領
収
書
、
送
り
状
等
）

＊
身
分
証
明
書
（
運
転
免
許
証
等
）

＊
登
録
料
（
５
０
０
円
）
※
有
効
期
限
10
年
間

来
春
の
新
規
高
校
卒
業
者
を
対
象
と
し
た
求
人
提
出
の
お
願
い

薬
と
健
康
の
週
間

松
野
中
学
校
改
築
事
業
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

全
国
丼
サ
ミ
ッ
ト
う
わ
じ
ま
２
０
１
２
開
催

　

₁₀
月
₁₇
日
㈬
～
23
日
㈫
は﹁
薬
と
健
康
の
週
間
﹂で
す
。

　

お
薬
を
使
用
す
る
際
に
は
次
の
よ
う
な
こ
と
に
注
意

し
、
安
全
に
効
果
的
に
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

◇
使
用
す
る
前
に
薬
の
添
付
文
書
を
よ
く
読
み
ま
し
ょ
う
。

◇
用
法
・
用
量
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

○
薬
の
服
用
時
間

食
前
：
食
事
の
お
よ
そ
30
分
前

食
後
：
食
事
の
お
よ
そ
30
分
後

食
間
：
食
事
と
食
事
の
間
（
食
事
の
お
よ
そ
２
時
間
後
）

頓
服
：
痛
み
、
熱
な
ど
、
症
状
の
あ
る
時

◇
薬
の
形（
剤
形
）に
あ
っ
た
服
用
方
法
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

◇
薬
の
飲
み
合
わ
せ（
相
互
作
用
）に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

◇
高
齢
者
の
薬
の
使
用
に
は
特
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

◇
薬
は
正
し
く
保
管
し
ま
し
ょ
う
。

◇
古
い
薬
の
使
用
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

　

そ
の
他
、
お
薬
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、
愛
媛

県
保
健
福
祉
部
健
康
衛
生
局
薬
務
衛
生
課
薬
事
係
（
０

８
９
・
９
１
２
・
２
３
９
１
）
ま
た
は
㈳
愛
媛
県
薬
剤

師
会
（
０
８
９
・
９
４
１
・
４
１
６
５
）
ま
で
ど
う
ぞ
。

　

松
野
中
学
校
改
築
事
業
の
進
捗
状
況
に
つ
き
ま
し
て
、

松
野
中
学
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
随
時
更
新
を
し
て
お
り

ま
す
。
是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

Ｈ
Ｐ　

http://matsuno-j.esnet.ed.jp/

　

10
月
27
日
㈯
・
28
日
㈰
に
宇
和
島
市
牛
鬼
す
と
り
ー

と
で
「
全
国
丼
サ
ミ
ッ
ト
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

全
国
各
地
か
ら
ご
当
地
丼
が
大
集
合
し
ま
す
。
み
な

さ
ん
、
奮
っ
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

来
春
、
高
等
学
校
を
卒
業
さ
れ
、
就
職
を
希
望
さ
れ

て
い
る
生
徒
は
、
管
内
で
２
４
６
名
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

す
が
、
８
月
末
現
在
で
、
求
人
数
は
59
名
と
昨
年
度
に

比
べ
４
割
も
減
少
す
る
な
ど
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
地
元
で
就
職
し
た
い
と
い
う
生
徒
は
多
数
い

ま
す
が
、
求
人
数
が
少
な
い
た
め
、
管
外
へ
の
就
職
を

余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
優
秀
な
人
材
を
地
元
へ
残
し
、
企

業
の
活
力
と
な
る
新
し
い
力
を
確
保
す
る
た
め
に
も
、

高
校
新
卒
者
の
採
用
計
画
を
立
て
て
い
た
だ
き
、
求
人

を
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。
【
申
込
先
】
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
宇
和
島　

学
卒
係

　
　
　
　
　

☎
０
８
９
５
・
22
・
８
６
０
９

Ｃ
型
肝
炎
特
別
措
置
法
の
給
付
金
の
請
求
期
限
に
関
す
る
お
知
ら
せ

労
働
災
害
の
治
療
等
に
つ
い
て

就
業
構
造
基
本
調
査
実
施
の
お
知
ら
せ

　

出
産
や
手
術
に
お
け
る
大
量
出
血
等
の
際
に
、
特
定

の
血
液
製
剤
を
投
与
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
Ｃ
型
肝

炎
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
さ
れ
た
方
に
、
給
付
金
を
支
給
す

る
仕
組
み
が
あ
り
ま
す
。

　

給
付
金
の
支
給
を
受
け
る
た
め
の
請
求
手
続
き
は
、

平
成
25
年
１
月
15
日
ま
で
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
厚
生
労
働
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い

た
だ
く
か
、
厚
生
労
働
省
相
談
窓
口
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　

☎
０
１
２
０
・
５
０
９
・
０
０
２
（
平
日
９
時
半
～

18
時
ま
で
）

　

労
働
災
害
の
治
療
に
健
康
保
険
は
使
え
ま
せ
ん
。
労

災
保
険
で
治
療
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
労
働
災
害
に
よ

り
休
業
す
る
場
合
は
、
事
業
主
が
休
業
補
償
を
被
災
労

働
者
に
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
休
業
が
４
日

以
上
に
な
れ
ば
、
４
日
目
か
ら
労
災
保
険
に
よ
る
休
業

補
償
が
支
払
わ
れ
ま
す
。
さ
ら
に
休
業
災
害
の
場
合
、

労
働
基
準
監
督
署
に
労
働
者
死
傷
病
報
告
書
を
提
出
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

【
問
合
せ
先
】
宇
和
島
労
働
基
準
監
督
署

　
　
　
　
　
　

☎
22
・
４
６
５
５

　

就
業
構
造
基
本
調
査
は
、
国
民
の
就
業
及
び
不
就
業

の
状
態
を
調
査
し
、
全
国
及
び
地
域
別
の
就
業
構
造
の

実
態
を
明
ら
か
に
す
る
調
査
で
す
。

　

調
査
の
結
果
は
、
国
や
都
道
府
県
な

ど
の
雇
用
政
策
、
経
済
政
策
な
ど
各
種

行
政
施
策
の
基
礎
資
料
と
し
て
利
用
さ

れ
ま
す
。

　

調
査
対
象
地
区
に
お
住
ま
い
の
方
、

調
査
員
が
参
り
ま
し
た
ら
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

【
問
合
せ
先
】

　

役
場
総
務
課　

42
・
１
１
１
１
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　任期満了に伴う松野町長選挙は、11月13日㈫告示、11月18日㈰投・開票に決まりました。
　今回の選挙は、私たちにとって一番身近な選挙で、町の未来を決める大切な選挙です。有権者の皆さん一人ひと
りが町政に参加する最も良い機会ですので、棄権せずに自らの意思で貴重な一票を投じましょう。
　投票できる人
　平成４年11月19日までに生まれた人で、平成24年８月12日までに松野町に住民登録をし、引き続き３ヶ月以上町
内に居住している人。
　ただし、投票日当日までに町外へ転出された人は投票できません。
　入　場　券
　告示日以降に皆さんの投票所をお知らせする入場券をハガキで郵送しますので、投票所へお持ちください。
　なお、入場券がなくても投票資格があれば投票できます。投票所で申し出てください。
　期日前投票
　投票日に仕事や冠婚葬祭、旅行やレジャーなどで投票区域外へ出かける人や、治療･出産などのため歩行や外出が
困難になると予測される人は期日前投票ができます。
○期間： 11月14日㈬～17日㈯までの４日間【投票時間／午前８時30分

から午後８時まで】
○場所：コミュニティセンター１階　選挙管理委員会事務所
　そ　の　他
　身体が不自由な方や自分で投票できない方のための代理投票や目の
不自由な方のための点字投票他、郵便での投票、指定された病院や施
設での不在者投票、商用・出稼ぎなどにより、町外に滞在している人は、
滞在先の市区町村役場で不在者投票ができます。
※詳しくは、松野町選挙管理委員会までお問い合わせください。

〔☎42－1111〕

おしらせ　Information
～ 大切な１票、

未来の町づくり ～ 松 野 町 長 選
投票日　11月1₈日㈰
投票時間 ： 午前７時～午後８時

広
見
川
水
系
水
質
検
査
結
果
の
公
表

【立候補予定者説明会】
＊日　時　10月₂₅日㈭　13：30～
＊会　場　町民センター　１階研修室
＊出席者　立候補予定者及び関係者
　　　　　（予定者１名につき、３名以内）
【立候補受付】
＊日　時　11月1₃日㈫　８：30～17：00
＊会　場　町民センター　２階大会議室

採水日　平成24年７月25日

河川名
項　　目

水素イオン
濃　　　度
（ＰＨ）

浮遊物質
（ＳＳ）

生物化学的
酸素要求量
（ＢＯＤ）

有機物等
（KMnＯ4）

濁　　度 溶存酸素量
（ＤＯ）

大腸菌群数

観測点・基準値 6．5以上～
8．5以下 25㎎／ℓ以下 2．0㎎／ℓ以下 10．0㎎／ℓ以下 ２度以下 7．5㎎／ℓ以上 1，000MPN

／100㎖以下

広 見 川
五 郎 丸 橋 8．12 1未満 1．46 2．4 2．6 9．17 33，000
大 門 橋 8．17 1未満 1．12 3．0 2．7 9．12 33，000
真 土 橋 7．57 1未満 0．91 2．4 2．7 8．39 130，000

鰯 川 鰯 川 河 口 7．46 1未満 0．78 2．1 1．8 8．55 240，000
石ヶ内川 豊岡めがね橋 7．51 1未満 1．28  3．6 2．6 8．26 110，000
延 行 川 谷 口 橋 7．57 1未満 0．81 2．2 5．2 8．65 33，000
奥 野 川 奥 野 川 河 口 7．66 1未満 0．83 1．7 2．4 8．75 49，000
堀 切 川 Ｊ Ｒ 鉄 橋 7．57 1未満 0．78 2．4 3．0 8．70 49，000
目 黒 川 寺 橋 7．36 1未満 0．57 1．4 0．4 8．99 4，900

※生活環境の保全に関する環境基準（類型Ａ）利用目的の適応性は、水道２級、水産１級、水浴が出来るものを基準値に設定
　　　　　　　の部分が水質基準に適合していない箇所です。
　生活環境保全に係る水質基準に適合していない項目があります。特に、大腸菌群数については、家庭から排出される生活排水が原因と考
えられます。

水素イオン濃度（ＰＨ）…………… 酸性、アルカリ性を示す指標で７は中性を表し、これより値が大きくなるほどアルカリ性が、これ
より値が小さくなるほど酸性が強くなる。

溶存酸素量（ＤＯ）…………………有機物を酸化し安定な形とするため必要とされる酸素が水に溶けている量である。
生物化学的酸素要求量（ＢＯＤ）… 水中にある有機物を、好気性微生物が分解するときに消費する溶存酸素の量。（多いほど水質の汚濁

度が高い。）
浮遊物質（ＳＳ）……………………溶けないで水中に浮遊している濁りの成分、数値が高いほど水が濁っている。
有機物等………………………………有機物等による汚染の度合い表したもの。
濁　　度………………………………水の濁りの程度を数値で表したもの。
大腸菌群数…………………………… し尿、下水、排水をはじめ土壌、河川、地下水など広範囲に存在する。糞便汚染や病原性混入の可

能性もあるので、汚濁の指標とされている。
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ご
寄
付
お
礼

（
８
月
31
日
現
在
、
敬
称
略
）

☆
社
会
福
祉
協
議
会
へ

畠
山
　
　
哲
　
　
蕨
　
生

森
口
　
　
泰
　
　
豊
　
岡

谷
口
　
　
修
　
　
延
野
々

金
谷
　
成
人
　
　
蕨
　
生

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

お
悔
み
（
敬
称
略
）

（
住
所
）　（
死
亡
者
）　
　（
享
年
）

豊
　
岡
　
石
川
ミ
ツ
ヱ
　
　
94
歳

豊
　
岡
　
平
野
ち
づ
る
　
　
56
歳

目
　
黒
　
八
嶋
マ
ツ
子
　
　
89
歳

延
野
々
　
谷
口
　
章
子
　
　
66
歳

吉
　
野
　
正
木
荘
二
郎
　
　
81
歳

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

発　行／松野町役場　　編　集／総務課　〒 798-2192　愛媛県北宇和郡松野町大字松丸343　☎0895－42－1111
URL:http://www.town.matsuno.ehime.jp/　　E-mail:m-soumu@town.matsuno.ehime.jp

10月の行事予定

７ ㈰　町民運動会
　　　●場所／松野西小学校グラウンド

14㈰　ツリーイングで遊ぼう！
　　　●場所／滑床渓谷※要予約

21㈰　�桃源郷駅伝の陣第１回森の国
戦国武者伝走大会

２８㈰　地方祭

年　月　日
宇　和　島　市

北　宇　和　郡外　科　系 内　　　科　　　系

平成24年10月７日㈰ 宍戸脳神経クリニック
堀端町　☎（22）0597

山 本 内 科 医 院
本町追手　☎（22）5100

山 下 小 児 科
堀端町　☎（23）0055

市 立 津 島 病 院
津島町　☎（32）2011

平成24年10月８日㈷ 上 田 外 科
広小路　☎（25）0100

楠 崎 内 科
本町追手　☎（24）2211

やくしじこどもクリニック
泉　町　☎（24）1386

町 立 北 宇 和 病 院
鬼北町　☎（45）1221

平成24年10月14日㈰ 友松外科・胃腸科
鶴島町　☎（22）0410

中 山 内 科 胃 腸 科
堀端町　☎（22）0707

こ ば や し 小 児 科
長　堀　☎（23）1150

ふ じ い し 医 院
三間町　☎（58）4901

平成24年10月21日㈰ 河野整形外科クリニック
丸之内　☎（22）1822

石川循環器科内科
中沢町　☎（20）0320

こ お り 小 児 科
中央町　☎（24）5633

松 﨑 ク リ ニ ッ ク
三間町　☎（58）4828

平成24年10月28日㈰ 林整形外科クリニック
新　町　☎（23）0077

兵 頭 内 科 医 院
和霊元町　☎（25）2772

山 下 小 児 科
堀端町　☎（23）0055

橋本内科クリニック
吉田町　☎（52）0808

10月の休日当番医

　今回ご紹介する10月生まれは、町内で活躍するゲー
トボールチーム「ツーカー25」のメンバー。「ゲートボー
ル好きさそり座コンビ」の川上義継さん（写真左）と
光盛博記さん（写真右）です。「ツーカー25」は、愛
媛県ゲートボール連合松野支部に所属するチームで、
今年行われた四国選手権大会ではみごと優勝し、四国
１位となりました。
　気になるチーム名の由来は…ゲートを通過する『通
過er』と、ゲートボールでの満点得点『25点』を組み
合わせたものなのだそうです。
　「ツーカー25」の今後の活躍に期待しましょう！

川
かわかみ

上　義
よし

継
つぐ

さん　　昭和１８年１０月２６日　（６９歳）
【コメント】
ゲートボールチーム「ツーカー25」は15周年を迎えま
した。興味のある方、一緒に楽しみませんか。

光
みつ

盛
もり

　博
ひろ

記
き

さん　　昭和４１年１０月２９日　（４６歳）
【コメント】
ゲートボール愛好家の嫁さん募集中です！

11月・12月生まれの町民を募集します！
　広報まつのでは年齢・性別を問わず、誕生日の町民を紹介していきたいと考え
ています。掲載を希望される方は、総務課広報担当までご連絡ください。
※ 都合により掲載できない場合もありますのでご了承ください。
 【問合せ先】　☎42－1111（内線221）

集
ま
れ
！
10
月
生
ま
れ
！

◇世帯数
　2,024世帯（＋４世帯）
◇総人口（※外国人を含む）
　4,415人 （－７人）
　男2,073人　女2,342人

（８月中の異動）
　出生　０人　死亡　５人
　転入　９人　転出　11人

平成24年８月31日現在

町 の 人 口


